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代官山サロン「私の好きな居場所」

大和ハウス工業株式会社「（仮称）渋谷区猿楽町計画」協議

東急不動産株式会社「代官山町 20-2 開発」協議

2022年10月29日に、代官山アドレス コミュニティールームで代

官山サロン「私の好きな居場所」を開催しました。

当会の加藤理事にファシリテーターを務めていただき、参加者そ

れぞれが代官山の好きな居場所とその理由を発表し、その場所の

居心地の良さについて考察しました。

数多くの「好きな居場所」が提示されましたが、その理由に空間

的なゆとりを挙げる人が多く、店舗など建物としての場所だけではなく、旧山手通りや目切坂などの歩行空間を「好きな

居場所」として挙げた人も多く居ました。今後も代官山サロンでは、代官山の魅力･価値を高める要因･条件について考察

を続けてゆく予定です。

2020年7月から解体工事が進められていたメゾン代官山跡地(猿楽町11-8)の開発ですが、一時事業上の都合から中断して

いましたけれども、2022年11月に再開されることになりました。

それにともない建築計画も変更されたため、協議を再開することになりました。また、当該計画地は代官山ルール(わがま

ちルール)運用会議の適用範囲内に位置することから、代官山ルール運用会議との意見交換もおこなわれました。

新たな建築計画では、地上10階、地下1階の建物で、地下1階から地上3階までが店舗で、4階以上が共同住宅という計画

になっています。代スキ会では、八幡通り側の建物正面および裏手の路地に接道する部分の設えなどについて提案をおこ

なっています。新築工事の着工は2023年6月で、竣工は2025年1月を予定しています。

東急不動産では、代官山東急アパートメント建替え事業である「（仮称）代官山町プロジェクト」とともに、同施設と代官山

駅前の私道を繋ぐ敷地の開発も進めています。この計画地では、自社の環境ビジョンに基づき環境保全への取り組みを進

めている東急不動産の具体的なプロジェクトのひとつとして、環境配慮型の施設を建設する予定です。

この2つのプロジェクトは今年の10月頃に同時に完成する予定ですが、これにより代官山駅前からの新しい回遊動線が生

まれることになり、このことが代官山全体に良い波及効果をもたらすよう期待されています。

■代スキ会website　http://daisukikai.org
■会費　正会員             ／年額　10,000円
　　　　賛助会員（個人）／年額　　2,000円
　　　　賛助会員（団体）／年額　50,000円
■お問い合わせ先　代官山ステキな街づくり協議会事務局
　　　　　　　　　石原貞治（ICAデザイン研究所内）
　　　　　　　　　TEL:080-4404-1933　E-MAIL:ishi_machi@ica-d.co.jp

代官山ステキな街づくり協議会とは？ 代官山ステキな街づくり協議会
（略して代スキ会）へのお誘い

がただ一つの入会資格
いつでも誰でもウェルカム♪

代官山好き！
「代官山ステキな街づくり協議会（通称代スキ会）」

とは、渋谷区まちづくり条例に基づく、この地域

の認定まちづくり協議会です。認定まちづくり協

議会とは、地域のまちづくりに関するルールづく

りや、行政への提言を行うことが出来る組織です。



代官山哲学カフェ ファシリテーター　永井玲衣

日　　時　　2023年3月4日（土）    13:45 受付　14:00 ～ 16:00 

会　　場　　「クラブヒルサイド」
                          東京都渋谷区猿楽町 30−2 棟 ヒルサイドテラス アネックス B 2F

参  加  費　　一般 1,500 円      代スキ会会員  1,000 円　※当日現金でお支払いください

募集人数　　15 名

お申込み　　右記の QR コードよりお願いします　 ▶

主催：代官山ステキな街づくり協議会　　　　　　　お問い合わせ：daisukikai-info@daisukikai.org　　http://daisukikai.org/

▶  代官山哲学カフェとは

「落ち着いて話せる時間帯と空間」で「日常の中で誰もが考えることができること」「シンプルで根本
的な問いを含むこと」などのテーマを即興で決めます。「問い」とは「知らないことを知る問い」では
なく「知っていることを改めて問うような問い」を意味します。
例えば「学校とは何か？」など、知っていることを改めて問う問いは私たちの生活や会話を成り立た
せている隠れた前提に目を向けさせてくれそのことで思考を深めることが可能です。
哲学者や哲学史の知識は不要で、どなたでも参加可能です。

▶  場の担い手

参加者は議論に参加することによって共に場をつくっていく ｢担い手｣ として存在します。一度も発
言せず他の人の発言に耳を傾ける参加者も例外ではありません。発言せずとも、その態度や反応によっ
て発言に影響を与えることから場の ｢担い手｣ であるといえます。

▶  判断力と思考の見つめ直し

哲学カフェの意味は立場や意見の異なる多様な人と対等に話し合うという営みそのものです。
同質性が高い友人・家族・同業者同士のおしゃべりとは異なり、初めて会う人々と信頼のある対話を
経験することは、社会への関心を高め、人の意見に流されない自分の判断力を身につけることにつな
がります。知識の量を試すのではなく、どのような考えが存在しているのかを重視するので、自由な
語らいを通じて、参加者の立ち位置や考えが鮮明になっていくことがあります。
参加者は対話を通して、まちの中には多様でかつ異なる意見に溢れていることを体験的に学びます。
また、他者との言葉や思考のやりとりを通じて、自分自身の思考を見つめ直すことになります。

代官山哲学カフェへのご参加を心よりお待ちしています。

哲学カフェは「問い」を丁寧に聴き取り、そこからテーマを決め対話をはじめるスタイルです。
初めての方や哲学の知識がなくても問題ありませんのでご安心してご参加ください。

Daikanyama Philosophy Cafe

代官山 哲学カフェ


